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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極、負極及び正負極間の短絡を防止する隔離体を有する発電要素と、
前記発電要素の端部にキャップ状に被せるカバーと、
前記発電要素と前記カバーとを収納する金属樹脂積層フィルムケースとを備えることを特
徴とする電池。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、金属樹脂積層フィルムをケースとする電池に属し、特にリチウム二次電池等
の非水電解質電池に好適に利用されうる。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯用無線電話、携帯用パソコン、携帯用ビデオカメラ等の電子機器が開発され、
各種電子機器が携帯可能な程度に小型化されている。それに伴って、内蔵される電池とし
ても、高エネルギー密度を有し、且つ軽量なものが採用されている。そのような要求を満
たす典型的な電池は、リチウム金属、リチウム合金、リチウムイオンを保持させた炭素等
のリチウム系を負極とし、ＬｉＣＩＯ4、ＬｉＰＦ6等のリチウム塩を溶解した非プロトン
性の有機溶媒を電解液とするリチウム二次電池である。
【０００３】
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リチウム電池に限らず電池を電源とする機器の場合、機器全体の軽量化及び小型化の要請
は尽きることがない。従って、電池性能が同じで有れば軽いほど且つ小型であるほどユー
ザーに好まれる。近年この要請を充足するべく、電極、隔離体、電解質などの発電要素を
収納するケースとして、金属樹脂積層フィルムを平らな袋状に形成したものが提案されて
いる（例えば特開平９－２１３２８５４号）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、金属樹脂積層フィルムを電池ケースとして使用した場合、従来の厚く硬い材料か
らなるケースに比べて外部応力によって弾性変形しやすい。従って、その応力がケースを
介して発電要素に伝わり、短絡を生じやすい。このため、電池ケースごと更に他の保護容
器に入れて電池として完成するか、機器に装着するまで電池に外部応力が加わらないよう
に神経を使わなければならなかった。
それ故、本発明の目的は、金属樹脂積層フィルムを電池ケースとする短絡しにくい電池を
提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、この発明の電池は、正極、負極及び正負極間の短絡を防止
する隔離体を有する発電要素と、前記発電要素の端部にキャップ状に被せるカバーと、前
記発電要素と前記カバーとを収納する金属樹脂積層フィルムケースとを備えることを特徴
とする。
【０００６】
発電要素は正負極間に隔離体が介在しているので、その大部分の箇所では応力を受けても
短絡することはない。隔離体は、単に短絡を防止するだけの板状のものに限らず、電解液
を含むポリマー電解質や無機固体電解質が兼ねていても良い。しかし、隔離体が途切れる
端部においては応力によって一方の極が他方の極に回り込んだり、隔離体が弾性変形した
りして短絡することがある。例えば、リチウム電池のように極板の集電体を金属箔や金属
樹脂ラミネートフィルムで形成し、隔離体も薄い膜状のもので形成して、それらを積層し
たものを発電要素とした場合は積層体の端部にて、また渦状に巻いたものを発電要素とし
た場合は巻軸方向の端部にて短絡しやすい。
【０００７】
この特徴を備える電池によれば、電池に外部応力が加わっても、発電要素の端部にキャッ
プ状に被せるカバーを有するので、それによって端部の応力変形が防止され、短絡しにく
い。カバーは、例えばポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）などの成形しやす
く、電解液など電池構成体に対して安定な絶縁材料からなる。大きさや形状は限定されな
いが、それ自体が発電要素よりも変形し難く、且つ頭に帽子を被せる如く発電要素の端部
に被せやすいものが好ましい。
【０００８】
ケースを構成する金属樹脂積層フィルムは、一般に電解液を遮蔽するバリアとなるための
金属層と、この金属層に重ねられる固着性に優れた内側プラスチック層と、金属層の反対
面に重ねられる表面保護性に優れた外側プラスチック層とからなる。もちろん、各層が複
数層であっても良いし、逆に１層で複数の層の役割を兼ねていても良い。金属樹脂積層フ
ィルム全体としては、１枚でも２枚でも良い。１枚の場合は固着性に優れた層を内側にし
て折り曲げられ、２枚の場合は固着性に優れた層を内側にして合わせられる。そして、い
ずれにしても電極群や電解質などの発電要素を中に入れた状態で周辺が互いに液密に固着
されることにより袋状に形成される。
【０００９】
上記金属樹脂積層フィルムを構成する外側プラスチック層の材質としては、表面保護性の
他に耐衝撃性、耐水性、印刷性などに優れたプラスチック、例えばＰＥＴ、二軸延伸ＰＰ
、延伸ナイロンなどが挙げられる。金属層の材質としては、電解液不透過性の他に加工性
に優れたアルミニウムが挙げられる。内側プラスチック層の材質としては、固着性、特に
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熱融着性に優れたＰＥ、ＰＰ、変成ＰＥ、変成ＰＰなどが挙げられる。各層の厚みは５～
１００μｍ程度である。
【００１０】
【実施形態】
本発明の電池の実施形態を図面とともに説明する。図１は実施形態のリチウムイオン二次
電池を示す断面図である。電池１は、薄型で、発電要素となる正負の電極２，３及び隔離
体としてのセパレータ４が長円渦状に巻かれた電池エレメント５、電池エレメント５を収
納するケース６、並びに電池エレメント５とケース６の外の回路とを接続する電極端子７
，７を備える。セパレータ４には電解液が含浸されている。電池エレメント５の巻軸方向
の両端にはカバー８，９が被せられている。
【００１１】
正極２は、厚さ２０μｍ、幅４７ｍｍのＡｌ箔からなる集電体に活物質としてのリチウム
コバルト複合酸化物を含む合剤層が保持されたものである。正極合剤は、結着剤であるポ
リフッ化ビニリデン８部と導電剤であるアセチレンブラック５部とを活物質８７部ととも
に混合してペースト状に調製された。その合剤を、その集電体材料の両面に塗布、乾燥し
、加圧することによって正極２が製作された。
【００１２】
負極３は、厚さ２０μｍ、幅４９ｍｍのＣｕ箔からなる集電体にホスト物質としての黒鉛
を含む合剤層が保持されたものである。負極合剤は、黒鉛粉末８６部と結着剤としてのポ
リフッ化ビニリデン１４部とを混合してペースト状に調製された。その合剤を、その集電
体材料の両面に塗布、乾燥し、加圧することによって負極３が製作された。
【００１３】
セパレータ４は、ポリエチレン微多孔膜である。また、電解液は、ＬｉＰＦ６を１ｍｏｌ
／ｌ含むエチレンカーボネート：ジエチルカーボネート＝１：１（体積比）の混合液であ
る。
正極２、セパレータ４及び負極３を重ねて長円渦状に巻いた後、巻軸方向の両端にＰＰ製
のカバー８，９が被せられる。カバー８，９は、巻軸線に沿って電池１の厚み方向の断面
を眺めると半円ないしＵ字形状をなしており、平面視においては図２及び図３に斜視図と
して示すように中間部が窪んでいる。そして、電極端子７、７が取り付けられている側の
端部に被せられるカバー８には、電極端子７，７を挿入する孔８１，８１が開けられてい
る。他方、その反対側の端部に被せられるカバー９には、電解液を注入する孔９１と注入
時の空気抜き用の孔９２，９２とが開けられている。カバー８，９の両端の間隔ｄは、電
池エレメント５の巻軸線上の厚みより僅かに狭い程度である。従って、カバー８，９は電
池エレメント５の端部より両面を滑るように嵌合される。
【００１４】
ケース６は、厚さ１５μｍのＰＥＴフィルム、厚さ９μｍのアルミニウム箔及び厚さ５０
μｍの低密度ＰＥフィルムを順にラミネートした金属樹脂積層フィルムからなる。この積
層フィルムをＰＥフィルムが内側になるように折り曲げて、カバー８，９の付いた電池エ
レメント５を包み、電極端子７を取り出した状態で３方の周辺を熱融着することによって
、電池前駆体を得た。この電池前駆体に電極端子と反対側の開口部より注射器で電解液を
注入し、封口した後、５００ｍＡ、４．１０Ｖの定電流定電圧で過充電することによって
、放電容量５００ｍＡｈの電池１が得られた。
【００１５】
比較のために、カバー８，９を電池エレメント５に被せない以外は、電池１と同一条件で
比較例の電池を製作した。こうして得られた実施例の電池１及び比較例の電池を５００ｍ
Ａ、４．３５Ｖの定電流定電圧で過充電したものを各１０セル並べて、ケースの外から電
池エレメントの端部に相当する部分を狙って金槌でたたいた。その結果、比較例の電池は
１０セルとも激しい白煙を生じて燃焼したが、実施例の電池はいずれも全く異常無く、５
０℃程度まで発熱しただけであった。
【００１６】
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【発明の効果】
以上のように、この発明の電池によれば、軽量且つ小型であるにもかかわらず短絡し難く
て安全である。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の非水電解質電池を示す断面図である。
【図２】図１の電池に用いられるカバーを示す斜視図である。
【図３】図１の電池に用いられるもう一方のカバーを示す斜視図である。
【符号の説明】
１　非水電解質電池
２　正極
３　負極
４　セパレータ
５　電池エレメント
６　電池ケース
７　電極端子
８，９　カバー

【図１】 【図２】

【図３】
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